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中国・四国ブロック内のエイズ発生動向の概要 

 

１ ＨＩＶ感染者・ＡＩＤＳ患者の報告数 

  中国・四国ブロック内のＨＩＶ感染者・ＡＩＤＳ患者の報告数は，全国の動向と同様 

の動向であり，平成 22 年は増加したが，平成 23 年はほぼ横ばいで推移している。 

（図 1，図 2） 
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図 2 中国・四国ブロックのＨＩＶ感染者・ＡＩＤＳ患者の報告数 

図 1 全国のＨＩＶ感染者・ＡＩＤＳ患者の報告数 
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図 3 全国のＨＩＶ感染者の感染経路別内訳 

図 4 全国のＡＩＤＳ患者の感染経路別内訳 

 

２ ＨＩＶ感染者・ＡＩＤＳ患者の感染経路別内訳(全国 H23 年報告) 

（１）ＨＩＶ感染者について 

全国で平成 23 年に報告された HIV 感染者の感染経路は，異性間の性的接触が 206 件

（19,5％），同性間の性的接触が 722 件（68,4％）と，性的接触によるものがあわせて 928  

件（87,9％）と大半を占めている。（図 3） 

 

（２）ＡＩＤＳ患者について 

  全国で平成 23 年に報告された，AIDS 患者の感染経路は，異性間の性的接触が 124 件

（26,2％），同性間の性的接触が 262 件（55,3％）と性的接触によるものがあわせて 386 件

（81,5％）と多くを占めている。（図 4） 
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表２ AIDS 感染者上位自治体 

自治体 報告数 自治体 人口 10 万人対 

1 東京都 84 1 沖縄県 0.785 

2 大阪府 65 2 大阪府 0.734 

3 愛知県 50 3 愛知県 0.674 

4 神奈川県 25 4 東京都 0.637 

5 千葉県 21 5 岐阜県 0.579 

6 福岡県 19 6 香川県 0.504 

7 兵庫県 17 7 宮崎県 0.442 

8 埼玉県 16 8 栃木県 0.400 

9 岐阜県 12 9 群馬県 0.400 

10 静岡県 12 10 福岡県 0.374 

３ 都道府県別報告数について 

平成 23 年は，都道府県別 人口 10 万人あたりの報告数の上位 10 位の自治体に中国・

四国ブロック県は入っていなかった。 

しかし，中国・四国ブロックにおいて，診察における見逃し防止や行政の無料匿名

検査による早期発見，行動変容を呼びかける普及啓発活動等の総合的で継続的な HIV

／AIDS 対策は必要である。 

 

 HIV 感染者・AIDS 患者報告数上位 10 位の自治体 

表１ HIV 感染者上位自治体  

自治体 報告数  自治体 人口 10 万人対

1  東京都 320  １東京都 2.425 

2  大阪府 169  2 大阪府 1.907 

3  愛知県 76  3 山梨県 1.050 

4 神奈川県 58  4 愛知県 1.025 

5  福岡県 40  5 岐阜県 1.014 

6  千葉県 35  6 沖縄県 0.928 

7  静岡県 32  7 徳島県 0.897 

8  兵庫県 29  8 静岡県 0.854 

9  埼玉県 28  9 福岡県 0.788 

10 岐阜県 21  10 栃木県 0.700 

 

 

 なお，中国・四国ブロック各県の HIV 感染者・AIDS 患者の人口 10 万対の累積報告件

数は，表３のとおりである。 

 

 

 HIV 感染者 AIDS 患者 

全国 10.723 4.908

中国・四国ﾌﾞﾛｯｸ 3.943 2.098

鳥取県 2.051 1.368 

島根県 2.247 0.562

岡山県 3.967 2.885

広島県 5.499 2.172

山口県 3.329 1.040

徳島県 2.949 1.795

香川県 3.629 2.823 

愛媛県 4.006 2.811

高知県 3.562 1.847

      

 

表３ 中国・四国ブロックの人口 10 万対の累積報告件数 
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表 1 中国・四国ブロックの相談件数 

（H23 と H24 の比較） 

４ 無料匿名検査及び相談 

 中国・四国ブロック内の自治体における無料匿名 HIV 抗体検査件数.相談件数とも平

成 20 年まで増加していたが，平成 21 年は減少し，その後横ばいで経緯している。（図

5） 

平成 24 年の中国・四国ブロックの検査・相談件数は，前年同時期（第１から第２四

半期）と比較すると，相談件数は.H23 年で 7.409 件であったのが，H24 年では.6.866

件（表 4），ＨＩＶ抗体検査件数は，H23 年で 4.363 件であったのが，H24 年では 4.155

件（表 4）と減少している。 

今後も引き続き，保健所等におけるＨＩＶ抗体検査・相談を引き続き推進周知する

等の取り組みが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 相談件数   検査件数   

  H23第1～２四半期* H24第1～２四半期* H23第1～２四半期* H24第1～２四半期* 

 鳥取県 6  7  鳥取県 268  343

 島根県 303  240 島根県 196  188

 岡山県 1.494  1.114 岡山県 525  615

 広島県 3.264  3.052 広島県 1.461  1.288

 山口県 439  483 山口県 497  279

 徳島県 444  527 徳島県 346  440

 香川県 588  598 香川県 191  206

 愛媛県 819  776 愛媛県 628  491

 高知県 52  69 高知県 251  305

 計 7.409  6.866 計 4.363  4.155

    *第1～第2四半期とは.1月から6月のこと   

図 5 中国・四国ブロックのＨＩＶ抗体検査・相談件数の年次推移 

表 2 中国・四国ブロックのＨＩＶ抗体検査件数

（H23 と H24 の比較） 
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表４ 平成 23 年平成 24 年の第１～２四半期報告の検査・相談件数比


